
2018年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL52418A21）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

マラウイ H112 言語聴覚士 グループ
型 新規 2年 ・2018/3 ・2019/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

教育・科学技術省

2）配属機関名（日本語）

ムーア聴覚障害児特別支援学校

3）任地（ デッザ県ムーア ） JICA事務所の所在地（ リロングウェ ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ+徒歩 で 約 2.5 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

984年に海外のカトリック教会により設立された言語聴覚障害児のためのミッション系特別教育支援校であり、現在は
カトリック教会の傘下にあるNGOの支援を受けながら政府が運営している。併設の幼稚園約67名(4クラス)及び小中学校
約195名(8クラス)の児童生徒が、寄宿舎で共同生活をしながら、幼児教育、小中学校教育を受けている。教員数は18名。
教育全般に力を入れており、全国共通卒業試験の合格率が高く、高等学校に進学する生徒も多い。2017年度3次隊で障
害児・者支援の隊員がPCインストラクターとして活動している。

【要請概要】
1）要請理由・背景

教師は全員、特別支援教育に必要な研修は受講済みであるが、言語聴覚士の資格を保有する教員がいないため、構音指
導など言語聴覚の指導に限界があると感じている。そのため言語聴覚士の資格をもつボランティアにより個別指導、教
員への指導及び教材作成を行うことを目的としてボランティア要請に至った。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1.聴覚障害児に構音指導など言語聴覚の個別指導を行う。
2.現地教員に対して言語聴覚訓練法の基礎と実技など技術支援を行う。
3.教材作成や指導計画策定を支援する。
4.補聴器の調整、メンテナンス指導。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

聴覚検査器

4）配属先同僚及び活動対象者

●配属先同僚
初等教育アドバイザー 1名 (男性、40代)
校長、教頭、小学校教師 20-50代 (配属先付属小学校の教師数は17名)
●活動対象者
教員および児童・生徒(8-15歳) (配属先付属小学校の生徒数は1,593名)

5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

その他

7）選考指定言語

英語(レベル:B)

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


【資格条件等】
[免許]：（言語聴覚士）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（指導経験）2年以上　備考：聴覚障害児への指
導を行うため

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（温暖冬季少雨気候）　気温：（10～30℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水道]：（なし）

【特記事項】
学校の授業及び生徒とのコミュニケーションはチェワです。マラウイの手話も学習する必要があります。

COPYRIGHT(C)1995-2015 JAPAN INTERNATIONAL COOPERATION AGENCY. ALL RIGHTS RESERVED.


